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１．組織の概要

① 事業者名及び代表者氏名

• 平和飼糧株式会社

• 代表取締役社長 平野 清子

② 所在地

• 本 社：東京都墨田区東墨田２－９－２

• 工 場：東京都墨田区東墨田２－２－１０

③ 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

• 環境管理責任者 工場主任：有賀 正樹

• TEL：03-3617-2277

• FAX：03-3613-3536

• Ｅメール：factory-staff@heiwa-shiryou.co.jp

• 担当者 同 上

④ 事業活動の内容

• 動植物油脂の廃油精製販売（産廃中間処理業）

⑤ 事業の規模

• 従業員数

• 本 社 4名

• 工 場 11名

• 売上高（2022年度） 10億円

• 延床面積 56.7㎡ 973.1㎡

⑥ 情報公表項目

• 法人設立年月日：昭和27年7月25日

• 資本金：10,000千円

• 売上高：5-2項に記載

• 組織図：実施体制に記載

⑦ 施設等の状況（中間処理）

• 中間処理施設の設備

• 貯蔵タンク

• フィルタープレス

• 簡易ボイラー

• トラック

• フォークリフト

• 品質管理用試験器具

• 廃棄物の種類

• 廃食油

• 処理能力：128（㎘/日）

• 処理方式：蒸気加熱油水分離方式
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処理工程図
工程 植物性 動物性

廃食油受入れ ローリー、ポリコン、ドラム、一斗缶 ローリー、ポリコン、ドラム、一斗缶

貯蔵 原料タンク 原料タンク

加熱・脱水・脱色 配合タンク（加熱、白土添加） 配合タンク（加水加熱、沈殿）

濾過（夾雑物除去） フィルタープレス

品質調整 仕上げ配合タンク 仕上げ配合タンク

製品出荷（充填） ローリー、ポリコン、ドラム、一斗缶 ローリー、ポリコン、ドラム、一斗缶
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⑧許可の状況
都道府県 事業区分 廃棄物の種類 許可番号 許可年月日 許可の有効年月日

東京都 処分業（中間処理） 廃油 13-20-141739
R5/4/21

技術管理者：平野清子
R10/4/20

東京都 収集運搬
廃油・動植物性残さ・

金属くず
13-00-141739 R3/10/28 R8/10/27

千葉県 同上 同上 01200141739 R1/11/12 R6/11/11

埼玉県 同上 同上 01100141739 R5/7/13 R9/5/17

神奈川県 同上 同上 01402141739 R5/2/22 R9/5/29

※廃油の精製が処分業（中間処理）に該当しますが、収集運搬業については、活動していません。

⑨処理実績
2022年 6,589.8t 2023年 7,309.6t

2 対象範囲・登録範囲
当社は全組織・全活動を対象としています。
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３ 実施体制（組織図）

代表 平野清子

環境管理責任者 有賀正樹

工場本社

EA21事務局 有賀正樹

役割 責任・権限

代表者
対象範囲明確化、課題とチャンスの明確
化、環境経営方針策定、環境管理責任者
任命、代表者見直し・指示の実施

環境管理責任者

環境負荷・取組状況把握・評価、環境関
連法規等取りまとめ・遵守評価実施、環
境経営目標・環境経営計画策定、教育訓
練実施、環境コミュニケーション、
実施・運用、緊急事態準備・対応、取組
状況確認・評価

EA21事務局 文書類の作成管理、

本社・工場
自部門の環境経営目標・環境経営計画実
施運用、教育訓練実施、

全従業員
環境経営方針の理解、EA21で決めた役割
を実施

全 従 業 員
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４．環境経営方針

環境経営方針

＜企業理念＞

当社は、廃油のリサイクルを通して地域社会と密着した活動と共生を目指し、産業・社会・暮らしのそれぞれの場面で不可欠な油脂製品の製造、
各分野への素材提供を中心とした事業を進め、多様なニーズに応えて、よりいっそうの社会貢献を目指します。

＜行動指針＞

当社に適用される環境関連法規を遵守し、環境経営の継続的改善を誓約し以下の行動指針を定めます。

1. 二酸化炭素排出量を削減し 地球温暖化の防止に努めます。

2. 廃棄物排出量の削減に努めます。 

3. 節水を進め、水使用量を低減します。

4. 検査試薬の適正管理に努めます。

• 社内の要所に環境経営方針を掲示して、全従業員にエコアクション２１環境経営システムを徹底します。 

20２２年１月５日制定

平和飼糧株式会社 代表取締役社長 平野 清子
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5.環境経営目標・環境経営目標の実績
5-1中長期目標

2020年度
基準年度

2021年度
1～3月

2022年度
2022年８～
2023年7月

2023年度
2023年8～
2024年7月

2024年度
2024年8～
2025年7月

2025年度
2025年8～
2026年7月

１．二酸化炭素排出量削減

・電気（本社） (kWh)
（工場） (kWh)

(kg-CO2)

6,414 
39,664
14,948

△2％ △2％ △4％ △6％ △8％

・ガソリン (L)
(kg-CO2)

1,746
4,053

△2％ △2％ △4％ △6％ △8％

・軽 油 (L)
(kg-CO2)

1,101
2,840

△2％ △2％ △4％ △6％ △8％

・都市ガス (㎥)
(kg-CO2)

78,737
170,072

△2％ △2％ △4％ △6％ △8％

・ＣＯ２合計 (kg-CO2)
・ＣＯ２総合計(kg-CO2)

191,913
191,972

△2％ △2％ △4％ △6％ △8％

２．廃棄物排出量削減

・一般廃棄物 (t) 不明 実績把握 1.788 △2％ △3％ △4％

・産業廃棄物 (t) 12.9 △１％ △１％ △2％ △2％ △2％

３．水使用量削減 (㎥) 2,979 △２％ △２％ △４％ △6％ △8％

４．化学物質の適正管理(L) 130 品質管理用試薬の適正管理に努める
５．環境配慮項目
廃油精製数量アップ（%）

不明 実績把握 6,589.8トン 3％ 4％ 5％

※基準年度は、2020年8月～2021年7月
※CO2総合計は、上記の合計に目標外のLPG 59kg-CO2を加算した。※2022年度の削減率は、2021年度と同率とした。
※電力のCO2排出係数は、本社、東京ガスの調整後排出係数0.364kg-CO2/kＷh 工場、関西電力の調整後排出係数0.318kg-CO2/kWhを使用した。
※ガソリンおよび軽油のCO2排出係数は、2.32kg-CO2/L、2.58kg-CO2/Lを使用した。

※都市ガスのＣＯ２排出係数は,2.16kg-CO2/㎥を使用した。
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5-2 １２カ月運用結果（2023年8月～2024年7月）
2020年度基準年度
2020/4～2021/3

2022年度実績
2022/8～2023/7

2023年度目標
2023/8～2024/7

2023年度実績
2023/8～2024/7

目標達成状況

１．二酸化炭素排出量削減

・電気（本社） (kWh)
（工場） (kWh)

(kg-CO2)

6,414 
39,664
14,948

6,687
41,459

15,５18

6.157
38,077
14,350

6,348
31,879
12,639

〇
本社電力未達成
冬期の節電を心がけ
る

・ガソリン (L)
(kg-CO2)

1,746
4,053

1,680
3,897

1,676
3,890

1,530
3,550

〇

・軽 油 (L)
(kg-CO2)

1,101
2,840

1,239
3,195

1,058
2,726

1,529
3,946

×
精製量に比例する傾
向あり

・都市ガス (㎥)
(kg-CO2)

78,737
170,072

66,970
144,655

75.588
163,269

62,595
135,205

〇
基準年度比
-20％削減達成

・ＣＯ２合計 (kg-CO2)
・ＣＯ２総合計(kg-CO2)

191,913
191,972

167,265
189,645

184,235
155,343
156,630

〇
基準年度比
-17.5％削減達成

２．廃棄物排出量削減

・一般廃棄物 (t) 不明 1.788 1,700 1,680 〇

・産業廃棄物 (t) 現状把握 19.1 18.9 25.0 ×
生産量が増えたため
使用量が増加した。

３．水使用量削減 (㎥) 2,979 2,617 2,860 2,471 〇

４．化学物質の適正管理(L) 130 品質管理用試薬の適正管理に努める 同左 〇

５．環境配慮項目
廃油精製数量アップ

不明 6,589.8 6.919 7,309.6 〇 前年比10％UP

※目標達成状況 ○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成
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６．環境経営計画・取組結果と評価、次年度の経営計画
環境経営計画 取組結果 評価 次年度の計画

１．二酸化炭素排出量削減（電力・本社）
・不使用時消灯
・空調温度管理
・エアコンフイルター洗浄（年1回）

・実施出来た。
・実施出来た。
・年2回夏実施。

〇 継続して実施。

１．二酸化炭素排出量削減（電力）
・不使用時消灯
・空調温度管理
・エアコンフイルター洗浄（年1回）

・実施出来た。
・実施出来た。
・年2回夏実施。

〇 継続して実施。

（ガソリン）フォークリフト
・始業点検
・月次自主点検
・特定検査（法定年次点検）

・自主始業点検を実施している。
・月次自主点検を実施している。
・特定検査（法定年次点検）を実施している。

〇 継続して実施。

（軽油）トラック
・定期点検（法定） ・年次点検（車検）を実施している

〇 継続して実施。

（都市ガス）
・温水の有効利用
・蒸気もれの防止
・スチームトラップの管理

・日常的に管理している。 〇 継続して実施。

２．廃棄物排出量削減
（事業系一廃）・分別の徹底・実績数量把握
（産廃） ・白土使用量節約

・分別し実績数量を集計している。
・出来るだけ節減に努める。

△
産廃については基準量の見直

しをはかる。

３．水使用量の削減
・節水シールを貼り節水に努める ・必要箇所に節水シールを貼った。

〇 継続して実施。

４．化学物質の適正管理
・リスト管理
・医薬用外劇物のシール貼る

・リスト管理は従来から実施している。
・保管場所にシールを貼った。

〇 継続して実施。

５．廃油精製数量アップ（出荷量）
・入荷先を増やす
・実績数量把握 ・実績数量を把握した。

〇 継続して実施。

評価 〇：経営計画は概ね実施出来た。 △：実施したがまだ不十分。 ×：計画通り実施出来なかった。
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
当社に適用される主な環境関連法規等について、２月８日に遵守評価を実施した結果、これらへの違反はありませんでした。な

お、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした

法令・条例 規制内容 許可・届出・報告 遵守評価結果

東京都環境保護条例
工場設置の許可
表示板の掲出

東京都許可 順守している

廃棄物処理法
都道府県知事の許可
委託契約、マニフェスト管理

東京都許可（中間処理） 遵守している

消防法
東京都火災予防条例

指定可燃物 設置届 遵守している

東京都廃棄物条例 産廃中間処理実績報告書提出 2021年6月2２日提出 遵守している

食品リサイクル法 登録再生利用事業者 登録証、標識 遵守している

地区廃棄物の減量及び
処理に関する条例

事業系一般廃棄物の排出方法
廃棄物処理手数料

分別および有料ごみ処理券
貼り付けによるゴミ出しの実施

順守している

自動車Nox・PM法
窒素酸化物対策地域、粒子状物質対策地域
ＮＯｘ、ＰＭ排出基準
ＮＯｘ等に係る道路運送車両法に基づく命令

車検制度 順守している

毒物及び劇物取締法
毒物・劇物の取扱（盗難・紛失防止・施錠）
医薬用外毒物・劇物の表示
事故時保健所、警察署等に届出

法令順守
保管場所の施錠
保管場所に「医薬用外 劇物」の表示

順守している

フロン類の使用の合理化及び
管理の適正化に関する法律

第一種特定製品に該当する空調機の点検管理 3か月簡易点検の実施と点検記録作成 順守している

上記にかかわる違反、訴訟はありませんでした。
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８．代表者による全体評価と見直し・指示

• 2023年8月～2024年7月の運用期間終了後、業務上の都合で取
りまとめが遅れてしまいました。

• 2024年11月8日に12ヵ月運用結果について、チェックしました。

• エコアクション21を取得して3年目となりますが、取り組みと、
結果のすり合わせで、効果の高かったものと、効果が上がらな
かったものとがありました。製造業であるため生産量に比例し
て増加してしまうものもあることを再確認しました。

• 特にCo2の総量は結果を出せました。今後は環境管理責任者を
中心に、エコアクション21の活動を社員全員に周知徹底し効果
を上げる様指示しました。
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